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目久美遺跡は全国的にも知られている米子市を代表する遺跡の一つです。一般県道

車尾大谷町線の道路建設事業に伴い、当事業団では平成 8年より目久美遺跡周辺の調

査を数度おこなってまいりました。調査のたびに目久美遺跡の広がりを確認するとと

もに、新たな発見もあり、日久美遺跡の奥深さを痛感しています。

車尾大谷町線の道路建設事業は今後も継続予定であり、遺跡の更なる展開を期待し

ています。

さて今回、鳥取県から委託を受けて実施した「目久美遺跡(14次調査)Jの発掘調

査報告書を刊行することになりました。調査は、大変狭い範囲ではありましたが、縄

文時代の遺物を中心に比較的多くの遺物が発見されました。この報告書が、今後さま

ざまな分野で法く活用されることを願ってやみません。

最後になりましたが、今回の調査に当たって多くの方々にお世話になりました。指

導、ご協力いただいた方々に心より感謝申し上げます。

平成20年 (2008年)3月

財団法人米子市教育文化事業団

理事長小林道正





例 当日

1 本書は鳥取県西部総合事務所の依頼を受けて、財団法人米子市教育文化事業屈が平成19年度に実施

した、 3・4・20車尾大谷野線地方道路交付金事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 本書の陸中の方位は磁北で、表記した座標値は国土座標第V系の座標地である。またレベルは海抜

標高を示す。

3 本書に記載した第 2陸の地形図は平成 4年11月1日、国土地理続発行の 2万5千分の l地形図「母

盟」、平成 9年3月1日、国土地理院発行の 2万 5千分の l地形図 if自書溝口j、第 4図の地形図は平

成17年 1月1日、国土地理院発行の 5万分の l地形図「米子jを加筆して使用した。

4 本書に記載した第 3留の地形園は昭和63年10月修正米子境港都市計画地図(米子市)を詫写して掲

義主している。

5 発掘調査によって出土した遺物は、米子高教育委員会が保管している。

6 本書の執筆及び編集は(財)米子市教育文化事業団が行った。

凡 例

1 遺物実測のうち、須恵器は韓正面を黒塗り、その他の遺物は誌rr面を白抜きで示した。

2 遺跡の略称は、目久美遺跡をME-14とした。

3 遺物実~RU図の縮尺は土器1/4、石器1/3 ・ 1/1で掲載している。

4 本文、挿図及び写真陸販中の番号は一致する。

3 石器の重量測定に誌、新光電子社製DJ-3000を使用した。
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本発掘調査は、鳥取県が進める 3・4.20号車尾大谷野線地方道路交付金事業に倖い、文化財の保

護を自的とした謂変である。

平成19年に鳥取県から米子市教育委員会に燕会があり、自久美遺跡は周知の遺跡であることから棺

方協議の結果、調査を実施することになり、(財)米子市教育文化事業団が依頼を受けた。

現地調査は平成19年 8月68から平成19年 8月108まで行い、調査の結果、遺構としては、石列、

足跡を確認し、遺物は縄文土器・弥生土器・石器等がコンテナ約 2籍出土した。

第2節調査の体制

調査主体 財団法人米子市教育文化事業団

理事長小林道正

埋蔵文化財調査室

室 長長谷川明洋(米子市教育委員会文化課長)

議査担当 主 任平木裕子

謂査指導 米子市教育委員会

作業員

太田康子陶山富子渡部安子(敬称略)
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第 2章 位置と環境

第 1節位置

今回調査を行った自久美遺跡 (14次調査)は、 ]R米子駅の南東0.5kmに位寵し、日久美遺跡、の一角

にあたる。

米子前は鳥取県の最西端に位置し、古くから「山陰の商都Jと称されるように商業で栄えた鳥取県

西部の中核都市である。平成17年 (2005年)に東部に隣接する淀江町との合併により総面積132.21m2、

人口約15万人となった。

地形的には、米子市は日野JlIの沖穣作用によって形成された山陰では比較的広い平野である米子平

野が法がり、間辺部を東側に大UJ(標高1，701m)とその造山活動によって形成された火山灰台地、

南側から西側には中国山地から続くなだらかな丘陵によって固まれる。北側には日野川の流出土砂の堆

積によって形成された弓ヶ浜半島が島根半島へと延び、これらの半島に閤まれた汽水海中、海に面する。

毘久美遺跡は、 JR米子釈の南東0.5km周辺に投置し、南側に設費する行者山(標高128m)から伸

びる丘陵裾部一帯に展開していると考えられる。調査地の北f~Uには、足尾山と呼ばれる自久美衿社が

置かれる独立丘陵がある O

- 2 



①|第 1次調査地点

第 2節 遺跡の概要

目久美遺跡は、米子平野の甫端に立地する低湿地遺跡で、昭和 8年 (1933年)に行われた新加茂川

の開削工事中に発見された。昭和 9年(1934年)には梅原末治、昭和28年 (1953年)には佐々木謙ら

によって現在の県道米子広瀬線部分が調査され、縄文遺跡と弥生遺跡が層位的に検出されたことで詮

日された。その後、昭和57年(1982年)には加茂川改良工事により大規模な調査が実施され、山陰地

方では初めて弥生時代の水田跡、が検出された。昭和59年 (1984年)には同じくによる池ノ内遺跡の調

査が行われている。昭和63年以降下水道工事に伴う調査で、小規模ながら 2次、 3次、 4次、 7次調

査が行われ、水田遺構及び弥生前期の土器を多く含む遺物智合層などが確認されている。平成 8年

(1996年)からは、一般県道車尾目久美町線の道路工事に伴って、 5次、 6次、 8次、 9次、 10次、

12次、 13次調査が行われた。いずれの調査においても水田・足跡-水路等が確認されている。特に平成

9年に実施された 6次調査では、遺跡を縦断する大規模な弥生時代の水路跡の存在が明らかとなり、

当時の土木技術の水準を知る貴重な手がかりが与えられている。本報告の14次調査及び、今年度発掘

調査を行った15次調査、大谷遺跡もこの道路工事を原国とするものである。

3 
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第 4図 自久美遺跡 (14次調査)調査位置図 (S= 1 : 500) 

日久美遺跡の調査

第 1節調査の経過と方法
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現地調査は、平成19年 (2007年) 8月6日から開始し、平成四年 (2007年) 8丹10日まで、行った。

調査面積は、 35ぱで、現地表面から約2.0mの深さまで掘り下げた。調査地は昭和57年 (1982年)か

ら調査が行われた第1次調査地の北側に当たる。地表面から 2m掘り下げたところで、謡査地の西側

で玉砂利!習を検出し一見地山かと思われたが、第 1次調査においてこの層から縄文時代の遺物が出土

していることから、掘り下げたところ同じく縄文時代の遺物が出土した。第 1次調査ではこの層の下

は地山であったが、 i擦層の下を一部分掘り下げてみたが、腐植物を含んだ粘土居であった。遺物等の

出土もなく、賠辺の調査の結果から、この層より下では遺跡、はないと判断した。第 1次調査とは約

20mの距離で、あるが、若干の堆積の違いがみられた。

調査の結果、遺構としては石列、足跡を検出し、遺物は縄文土器、弥生土器、須恵器、石製品等が

出土した。

第2節調査区内の堆積(第5図)

調査地の地形は、行者山から派生する小丘陵の裾野にあたることから、調査地の南東側から北西側

に向けて緩やかに傾斜する。土層観察は調査地の北東側壁面で、行った。

調査区の堆積は、耕作土の下は洪水の堆積層である粘土とシルトの交互層で、その下に弥生持代の

水田層と思われる灰色粘土層が堆積する。この粘土層の下には磯層が堆模する。
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第 1層は現在の耕作土、第 2J曹は!日耕作土と思われる。第 3層の暗灰色粘土は恐らく水田層と思わ

れるが、時期については不明である。第 4層・第 5層は洪水による堆積層、第 6層暗灰色粘土は、第

1次調査の第 5層に対応する弥生時代の層と盟、われる。第 7J普から第13層は、洪水によって堆積した

砂層と思われる。第14層は洪水によって涜された蔚植物が第15層の高まりによって澱み堆積してでき

たそうであろう O 第15層から第17層は磯層で、当初ここが、地山にあたるのではと思われたが、第1

次調査の第 9・4層・第 9・5J曹に対応する層ではないかと掘り下げたところ、第 1次調査と同様遺

物が多量に出土した。第15層の上面は、荷額tは比較的フラットであったが、北側で

んでで、いる O 第四層は濃茶色粘土で腐ー植物等が混じった層で第11-2層黒茶褐色粘質土(マコモ含む)

に対応すると居、われる。(土層観察は調査地の北東壁面で、行った。第 6図召ライン)
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第 3節遺構について

調査院の北側で石列と足跡を検出した。

石ヲ11(第 8図) 標高2.0mの第 3層暗灰色粘土面で40-50cm台の角i擦が数偲、一産続上に並ぶ石列

を検出した。当初流れ込みと思われたが、ほぼ一直線上に並んでいること、際の聞から杭が検出して

L亙ることから、何か意図的なものであると考えられる。しかしながら、範囲が狭く地形的変化を確認

することが出来ず、この石列の性格は不明である。

足跡(第 7罰) 擦高1.8mの第 6層暗灰色粘土面で安定した暗黒灰色粘土層を確認し、この面で足

跡を検出した。足跡は比較的調査区の北側関で検出された。畦畔等の確認は出来なかったが、第1次

調査の層位と対応するならばこの面が弥生時代の水田面の可能性が考えられる。

第4節遺物について

遺物はコンテナ 2箱が洪水堆穣層及び小磯層中から集中して出土した。

縄文時代の遺物(第 8・9図)

今国の調査で出土した縄文土器はほとんどが小片で、関化できたものでも全体像がわかるものは少

ないが、 No.l-No.17は深鉢、 No.18-26は浅鉢と思われる縄文時代前期の土器である O

鉢形土器 No.1 . 27は隆帯を施したもので、うちNo.1は条痕地に棒状東IJ突文及び経帯には刻み目を施

す。

No. 2・5・7・8・9・13・18は、爪形文を施文する土器である O このうちNo.8はD字状、その他

は平行線内に刺突されたC字状の連続爪状である。またNo.2・5は爪状文様子持の下方にそれぞれ斜縄

文・羽状縄文を施し、口縁端部に刻み目を施す。

NO.3・4は、貝殻腹部による平行連続刺突されている o

No.16・17は条痕地に斜縄文を施したものである。

No.19は、棒状の刺突呉により連続縦突された平行文様帯を構成する。

No. 6・10・11・12・14・15・20・22・23・24・25・26は条痕のみである。このうち地11・25・26は口縁端

部に刻み自を施す。

No.21は無紋の浅鉢で、口縁端部に刻みを施す。

No.28・29は小型の鉢で棒状刺突文を施し、 NO.29tま口縁端部に刻み自を施す。

弥生時代の遺物(第 9閤)

今回出土した弥生土器は、第 6層及びその上の洪水堆積層から出土したものである O

壷 形 土 器 No.40-No.43は口縁部が緩やかに外反する前期の壷形土器で、 No.41. No.43は口縁部下方

に沈線を施し、 No.42は口縁端部に沈線を施す。 NO.44は中期の壷形土器でラッパ状に大きく外反する口

縁を呈し、日縁端部は下方に肥厚させ、斜め格子文様を施したうえにボタン状の突帯を施す。 NO.47・

No.48は小型の壷形土器で、ある。

護 形 土 器 No.31-No.39は口縁端部を外方にL字あるいは僅かに屈曲させた前期の饗形土器で、 No.

31-No.37は口縁短部に刻み自を施し、 NO.34. No.35以外はいずれも口縁部下方に数条の沈線を施す。 No.

62-No.β4は後期の饗形土器で、口縁端部を上部あるいは上下に杷厚し数条の出線を施す。

高土不形土器 No.57 -No.61は中期の高部で、 NO.57は底部で、端部を上下に把}享させ沈線を施す。 No.59-

No.61は坪部で、 No.59口縁端部を肥厚させ端部外面に梨み呂を施す。 No.60・No.61は口縁端部を緩やかに

外皮させる。
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古墳時代以降の漬物(第 9毘)

須恵器地65は緩やかに外

反する小型壷の口縁部、 Nu66は杯

の底部で悶転糸切り痕が残る。

その他の遺物(第10図~第14図)

石製品 51 -548は石錘

で、丹磁の対角刷る 2点を打ち欠

き、縄かけ部分を作るタイプのも

のであるが、 Nu17・Nu24. Nu34の

ように片側のみ打ち欠いたものも

見られる。形状はほとんどが長楕

円形であるが、三角形のものも見

られる。 549は敵き石、 550は擦

製の石斧、 551は留り石、 553は

石包丁、 554は砥石である。 552

は岩錦の一部と考えられる。 555

は黒曜石製のスクレイパー、 556

はサヌカイト製の石匙である。

第4章まとめ

HZ旬報議護霊翠込

〈フ

く二二〉
。 1:1 皿

第14図遺物実測臨 (S口 1: 1 ) 

今臨の調査は、大掛かりな調査が行われた昭和57年 (1982年)の議室主地の隣接地であったが、大変

狭い範囲での調査であったため、そのほとんどが遺物の取り上げのみの調査となってしまい、遺構の

確認はほとんどできなかった。しかしながら、調査面積からすると比較的多くの遺物を検出すること

ができた。

今年度は、本報告書に記載した14次調査、 15次調査として12次謂査の西南群接地及び、行者山の西側

にあたる大谷遺跡、の調査も行われた。大谷遺跡では弥生時代の水田及び大規模な水路が検出されてお

り、自久美遺跡と繋がっていると思われる。今後15次謂査の西側隣接地の調査も予定されており、 B

久美遺跡と大谷遺跡の繋がりも解明されるであろう。自久美遺跡の更なる広がりが解明されることを

期待したい。

14 



遺物観察表(土器)

遊物 挿図
器事重 種類

法援 (cm)
焼成 色調 百台土 E露整 備考

番号 番号 口径 残存高 窓径 重量大窪

1 8 鉢 縄 文 32.8 9.8 良好 暗褐色 密 1mm前後の白砂粒
内)ナデ

外)隆革審・科突文

2 8 鉢 長竜文 25.6 7.6 良好 褐色 i'l'.' 
内)ナテ

外)策費量料突文'異殻条痕

3 8 鉢 縄 文 31.2 6.1 良好 E黒褐色
密1.5mm前後の白砂 内)貝殻条痕

粒 外)刺突文

4 8 鉢 縄文 9 24.3 良好 褐色 i'l'.' 内外海共に貝殻条痕 外積煤f守主審

5 8 鉢 銘文 28.2 10.5 良
結灰褐色 { 世 内)ナデ

内道一部陪褐色 !lf)貝殻 -縄文

6 8 鉢 終文 28.0 4.2 良好 結掲色 苦言 内外菌共 条痕

7 s 鉢 縄 文 4.9 良好
内)緩褐色

密徴砂数少蜜含む
内)ナデ

ロ縁部沈綴
外)褐色 外)ナデ・爪形料突文

8 8 鉢 縄 文 8.2 良好 褐色 i'l'.' 
内)ナデ

外在喜縁付査費
外)逆C形文・爪形文

9 8 鉢 縄 文 5.5 良好
内)踏褐色 ffl2mmの少翠砂粒含 内)ナデ

ロ縁鶏部刻み
外)泉褐色 む 外)ナデ・劇j突文

10 8 鉢 縄 文 6.9 良好 時褐色 { 盤 内)貝殻条痕
外商煤付議

外)調整不明

11 8 鉢 縄文 22.4 6.0 良好 鰭褐色 i'l'.'総砂粒含む 内外笛共に員殻条痕 ロ縁端部刻み

12 8 鉢 絡文 3.1 良好 結宇昌色 窃総砂粒
貝貴重条痕後ナデ

外箇嫁fサ去費

13 8 鉢 縄文 23.8 6.1 良好 賠褐色 密 E通デ
形文

14 8 鉢 森喜文 6.0 良好 褐色 密 共に貝殻条痕

15 8 鉢 縄文 37.2 10.8 良 昌平年 i'l'.' 内外商共に員数条痕

16 8 鉢 縄文 9.7 良好 密 内外笛共に実殻条痕 外商煤fせ主審

17 8 鉢 縄文 4.0 良好 茶掲色 i'l'.' 
内)ナテ

外)貝殻条痕

18 B 鉢 縄文 24.0 4.7 良 黒褐色 密
内)ナテr

ロ縁端部刻み
外)貝殻条痕文

19 8 鉢 縄文 24.0 3.1 良 黒掲色 密
内)ナデ

外)貝殻押型文

20 8 鉢 綴文 24.5 3.9 良好
内)錯掲色

密1mm前後の白砂粒 内外函共に貝殻条痕
外)淡茶褐色

21 B 鉢 縄文 28.5 3.1 良好 茶褐色 密 内外函共にナテ ロ縁端部挑み

22 8 鉢 縄文 26.6 8.5 良好 時褐色 密
内)ケズリ後ナデ

外函媒付言霊
外)貝殻条痕

23 B 鉢 縄 文 29.6 5.4 良好 暗褐色 密
内)貝殻条痕

外商嫁付量密
!lf)調整不明

24 8 鉢 車電文 25.6 3.5 良好 暗掲色 密 内外道共に貝殻条痕 外部嫁付言語

25 9 鉢 車電文 30.4 1.4 良
内)掲主主

密 内外笛共に貝殻条痕
ロ縁翁音5刻み・外函煤付

外)黒色 幸喜

26 9 鉢 縄 文 30.6 3.8 良好 褐色 密 内外菌共に貝殻条痕

27 9 鉢 縄文 5.0 良好 黒褐色
i'l'.'0.5mm-2.5mmの砂

外外内内))))貼畏貝畏殻付殻殻条条条け痕痕痕 ・新突文
粒含む

28 自 鉢 縄文 3.5 良好 日量紫色 i'l'.'翻li'J'粒

29 9 鉢 終文 12.0 4.8 良
外)賠褐色・黒色密

内)異殻条痕
ロ縁端部刻み

!lf)貝殻取l突y:

30 9 鉢 縄文 5.3 10.2 良 陪灰褐色
密1mmの少鐙砂粒含 内)ナデ

む 者十)縄文・ナテ

31 9 主撃 弥 生 35.0 5.6 良好
内)灰褐色 密3mmの多く砂粒含

内外街共にナテ
日縁端部刻み・也線、外笛

外)櫨褐色 む B条白線

32 9 喜警 弥生 20.0 8.0 良 黒褐色 密砂粒多く含む 内外函共lこナデ
ロ縁端部刻み、外iln2条
回線

33 9 霊室 弥 生 25.1 2.8 良好 淡褐色 密1mm前後の白砂粒 内外函共iこナテ ロ縁章者部挑み・ it線

34 9 き菱 弥 生 1.8 良好 淡褐色
密0.5mm-3附の砂粒 内)ナデ

ロ縁主義部挑み、線付去費
含む 外)ハケ目

35 9 き藍 弥 生 1.9 良 淡灰色
密1mmの少議砂粒含

内外筒共にナデ
ロ縁端部刻み、外菌 1条

む 回線

36 9 霊童 弥 生 20.0 3.0 良好 淡褐色 密2mm議後の白砂粒 内外面共にナデ
ロ縁端部刻み、外函条沈

線

37 9 霊童 弥生 2.8 良 淡灰褐色
密1mm........2mmの少議砂

内外預共にナテ
ロ縁端部刻み、外筒3条

粒含む 回線

38 9 主筆 弥生 23.4 4.7 良好 内)淡白灰褐色li粒eo含5むmm-2.5酬の砂 内)ナデ
外童書沈線

外)淡灰褐色 外)ナテ・ハケ図

39 9 塁悪 弥さ主 15.4 3.8 良好
内)黒褐色 i密む4mmの多く砂粒含 内)ケズリ・ミガキ

ロ縁部累斑付案審
外)褐色 外)ナデ

40 9 き墓 弥生 33.6 4.5 良好 褐色 l密む加の多く砂粒含 内)ナデ
外面黛斑付言語

外)ミガキ

41 9 蜜 弥生 19.4 4.7 良好 淡灰褐色 l砂密0粒恥含む加 の少蚤
内)ナデ

外商沈線
外)ナデ・ハケ巨

42 9 歪 弥生 14.9 3.9 良好 淡褐色
密0.5mm-2mmの砂粒 内)ナデ

含む 外)ナデ・ハケ自

43 9 霊童 弥生 9.1 3.9 良好 淡争昌色
i'l'.'1.5mm別後の白砂 内)ナテ

外商沈線
粒mm議後の白砂粒 外)最重吉

44 9 蜜 弥生 35.0 5.3 良好 淡褐色 密 内外蛮共にナデ・ハケ毘
ロ縁端部浮文・斜格子

文・貼付突革審

45 9 重 弥生 I 7.7 
巨二陸色

密3mmの多く砂粒含 内)ナテ
外面3条の刻み入り突帯

む 外)ナデ・ミガキ

46 9 5藍 弥生 5.4 { 世 内外iln共にナテ 外iln8条凶線

47 9 重 弥 生 4.7 11.7 良好 灰褐色
密2mmの少議砂粒含 内)ケズリ

外蛮煤{守護
む 外)ミガキ

48 9 小 議 弥生 5.0 3.6 良 i提灰掲色
i'l'.'0.5mm以下の少蚤

内外面共にナデ
砂粒含む

49 9 塁悪 弥生 4.8 6.0 良好 淡黄褐色
密0.5mm-3.5mmの砂 外内))ナデ
粒含む ミガキ後ナデ

50 9 弥 生 2.3 5.9 長好 碕褐色 密 風化のため議室聾不明

51 9 弥 生 5.9 2.5 良好 碕褐色
密1mmの多く砂粒含

風化のため調整不明
む

15 



i藍物 撮lilI
器穣 事重要翼

法量 (cm)

番号 番号 口径 残存慈 互主径 璽大径
焼成 色E露 絵土 室調整 備考

52 9 皇室 弥生 4.7 7.8 良 淡索褐色
i'!i1mm-2mmの少量砂 内)嵐化のため調整不明
粒含む 外)ナァ

53 9 至宝 弥生 5.4 8.0 長 淡灰褐色
密1mm以下の少議砂

内外道共にナデ
粒含む

54 9 弥生 3.3 4.4 良好
内)灰褐急 W3mmの多く砂粒含 内)ナデ

外)碕褐色 む 外)風化のため調整不明

55 9 塁悪 弥生 4.6 12.0 良 淡褐色 { 盤 内)ナデ
外)ハケ目

56 9 至宝 弥生 5.0 20.2 良
外)淡黄褐色

E粒E含1mmむ-2mmの少蚤弘、 風化のため調慾不日丹

57 9 t号土干 弥生 4.7 11.0 長 淡褐色 密砂粒含む
内)ナデ・ケズリ 外預2条回線・底章者音B3条
~D ミガキ 回線・刻み

58 9 品士干 弥生 良好 淡掲色
i'!i0.5mmの多く砂粒 内)シポ 1)
含む ヲト)ミガキ

59 9 浅鉢 弥生 20.6 5.4 良好 淡灰褐色 密
内)ハケ呂

外笛嫁付議
外)ハケ後ナァ

60 9 品士干 弥生 26.4 7.3 良好 淡灰掲色
密0.5mm-2mmの砂粒 内外国共に磨き
会む ロ縁部ナァ

61 9 鉢 弥生 5.4 良 淡灰褐色 密
内)ナデ

外)ナゲ・ミガキ・ハケE

62 9 き撃 弥生 14. 良好
内)碕褐色 密0.3mm-1闘の少翠l外内))ナナデデ・ケズリ
~D 淡字詰色 砂粒含む

ロ縁端部3条回線

63 9 き菱 弥生 14.0 3.7 良 淡灰褐色 密
内)ナデ・ケズリ

ロ縁ま車部3条回線
外)ハケ図・ナァ

64 9 主筆 弥生 13.2 6.4 良好 灰褐色 主宰
内)ナデ・ケズリ

ロ縁音B2条凹線
外)ナテ・ハケ目

65 9 重量 須恵 宝笠 灰色 I綴綴密i'!i 内外蛮共にナデ

66 9 土平 須葱 1.21 7 ;r;商

遺物観察表(石製品)

i童物 f軍lilI
法鐙 (cm)

遺物 挿5司
j去霊 (cm)

稜別 室監察 穣iJlJ 愛璽
番号 番号 長議 短径 E事み

(g) 主番号 番号 長後 短径 厚み
(g) 

S 1 10 

震石鍾

4.7 4.4 1.1 33.0 
S S s 3329 0 1 

11 石 8.3 6.4 1.3 86.0 
S2 10 <; <;0 1.2 51.0 11 石 7.6 8.1 2.3 163.0 
S3 10 5.6 5.5 1.8 76.0 11 Zヨ 7.9 7.0 3.0 200.0 
S4 10 石 5.5 5.7 2.5 98.0 S32 11 石 8.0 6.7 1.8 122.0 
S5 10 石 6.3 5.3 1.5 49.0 S33 11 石 7.9 6.3 1.6 118.0 
S6 10 石 5.9 6.0 2.7 116.0 S34 12 Z玉 8.3 7.2 2.5 275.0 
S7 10 石 7.8 5.0 1.7 89.0 S35 12 石 8.4 6.8 

設時詳S8 10 6.3 6.3 タ Adη S36 1フ 8.8 6. 
S9 10 6.4 5.9 2.0 100.0 S37 12 石 8.3 7.6 
S 10 6.3 5.9 1.6 82.0 S38 12 石 8.8 6.0 2.2 155.0 
S 11 6.4 6.2 1.3 60.0 S39 12 石 8.0 6.6 2.8 199.0 
S12 6.9 5.5 2.0 97.0 S40 12 石室重 9.0 6.9 2.0 162.0 
S 13 10 6.4 6.3 1.3 74.0 S41 12 石3重 9.8 9.0 2.1 216.0 
S14 10 6.4 5.7 1.25 53.0 S42 12 石鍾 9.6 9.3 3.0 287.0 
S15 10 7.2 5.3 1.8 88.0 S43 12 石室重 10.5 9.2 2.9 408.0 
S16 10 6.6 6.1 

需
S44 13 

三義主
7.8 7.0 1.7 134.0 

S17 10 6.7 6.0 S45 13 9.2 7.6 2.8 216.0 
S 18 6.6 5.4 S46 13 9.3 7.5 2.2 208.0 
S 19 6.8 6.5 S47 13 広場 .0 
S 20 6.9 6.4 S48 13 3.0 655.0 
S21 7.3 5.9 2.1 107.0 S49 13 11.1 4.2 581.0 
S22 7.4 長 ii

121.0 S50 13 

重石岩包量偶丁

3.1 3.8 1.2 11.0 
S23 85.0 S51 13 14.0 5.6 3.4 380.0 
S24 2.5 174.0 S52 13 7.9 10.2 3.9 252.0 
S25 7.7 6.5 2.8 169.0 S53 13 5.6 5.9 1.3 64.0 
S26 7.0 6.7 2.5 137.0 S54 13 磁石 6.7 5.0 1.35 72.0 
S27 11 石 7.9 6.8 2.1 126.0 S55 14 スフレイH 3.3 3.8 0.5 5.0 
S28 11 石 7.7 7.2 2.1 174.0 S56 14 石匙 4.4 4.4 0.9 14.0 
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報告書抄録

ふり が な めぐみいせき(14じちょうさ)

当医三主事 名 目久美遺跡 (14次調査)

高リ 主E註" 名 3・4.20車尾大谷町隷地方道路交付金事業

巻 次

シリーズ名 (財)米子市教育文化事業団文化財発掘調査報告書

シリーズ番号 59 

編著 者 名 乎木裕子

編 集機関 財団法人米子市教育文化事業団埋蔵文化財調査室

〒683-0033 鳥取県米子市長砂町935番地1 TEL. FAX 0859-22-7209 
所 在 地

eメーjレアドレス maibun@sanmedia.or.jp 

発行年月日 西潜 2008年 3月31 B 平成 2 0年 3月31日

所 収 遺 跡 名 所荘地
コード

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 i遺跡番号

平成18年35度 133度
目久美遺跡 鳥取県米子市 8月 61ヨ

(14次調査)
31202 : 25分 20分 35ぱ 道路建設

昌久美町 00秒 35秒 平成18年
8月10EI 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

目久美遺跡
散布地 縄文時代

石列 縄文土器、弥生土器、

(14次謁査) 足跡 土師器、須恵器、石製



(財)米子市教育文化事業陸文化財発掘調査報告書

日久美遺跡

2 008年3丹

編集・発行 財陸法人米子市教育文化事業団

キ 683-0033 鳥叡県米子市長砂野 935-1 

TEL 0859-22-7209 

印 刷 (有)米子プリント社


